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　1．はじめに：事例後半の全体的イメージ　　　　　豆．心理治療の経過
　本事例は、同じテーマによる事例’あ後半、200X＋　　　1）立体的コラージュが続く
1年1月から12月までの約1年間のコラージュおよ　　　＃14回面接（200X年1月10日）「正月中の自宅で
び箱庭作品の報告である。ここでも前半同様、コラ　　　　　の作品群」
一ジュ作品のほとんどすべては立体的に作られたが、　　　　約1ヶ月ぶりに来室したClは、暮れから正月にか
特に後半の初めは、いわゆるコラージュとはとても　　　けて一人で作ったというコラージュ作品群を持参し
言えない、逸脱した激しい嵐のような作品が続き、　　　た。一つ一つに作成日とテーマが付けられていて、
さまざまな意味での危険水域が出現した。また、前　　　作成日順に説明をする。作品⑥を除いて他はどれも
半よりも頻繁に作られた箱庭の全作品もまた、物理　　　が立体的である。家では時間の枠もないので、かな
的な意味での箱庭の枠を乗り越えていた。そこにク　　　り手のこんだ作品もある。テーマも作品もきわめて
ライエントの無意識的世界が強く表現されていたよ　　　ユニークであり興味深いが、全ての作品紹介は無理
うに感じる。例えば、作品作成過程における「枠」　　　なので、いくつかを写真で紹介し、他は簡単に解説
と「転移」の問題がかなり明確な形で見て取れる気　　　する。
がする。しかしやがて徐々に作品は落ち着きを示し、　　　（1）各作品のテーマと内容（Clの報告による12月下
ドラマチックな突然の終結を迎える。　　　　　　　　　　　旬から1月上旬にかけての作成順）
　なお、本論文におけるこの後半での最も大きなテ　 ①お葬式：台紙の表と裏両面に全く印象の異なる
一マは、前半にも現れていた「枠」についての課題　　　　　コラージュが作られていて、片面の中央にはが
であり、それを中心に考察するが、それは同時に、　　　　　き大の人物スナップ写真を貼り、それを立体的
こうした三次元的コラージュが、従来の二次元的コ　　　　　な黒い枠で囲んでいる。Clによればどちらが表
ラージュ療法の視点ではなく、出来上がった作品の　　　　　とは言えないとのこと。写真の主を説明する。
意味や理解よりも、むしろプレイセラピーとして、　②雪：白い画用紙の端に2つ、鮮やかな口紅（唇
その表現の過程により注目することの重要性に気付　　　　　の痕）。その上にブラシをかけたような赤い小さ
くことにもなった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な点々が振りまかれ、何枚かの紙切れが立体的
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に付けられている。白い雪上に散る赤い血痕に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も見える。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③僕らのルール：画用紙を2枚使った小さな箱が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ある。ふたを開けるとびっくり箱のように、ば
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　　ねのようなもののついた黄色いバラの造花が2　 ⑨Secret：画用紙の表と裏に絵を切り貼りし、そこ
　　個飛び出す。箱の底の部分には赤い口紅の痕が　　　　　に赤い毛糸をグニャグニャと貼り付けて、小さ
　　いくつもある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　な洗濯ばさみのようなもので、短い文を書いた
④あ一あ一あ一：ノートから切り離した一枚の紙　　紙を挟む。
　　に、水に溶いた真っ赤な絵の具を激しく振りか　 ⑩私を取り巻くすべてのものたちへ：切り離した
　　けたような模様の上に、赤いボールペンで「あ　　　　　ルーズリーフの紙に赤いインクを無造作に血痕
　　一あ一あ一」という意味不明の文字を書きなぐ　　　　　のように散らし、もう一枚の紙は青い水彩絵の
　　っている。不安定で自分をうまく制御できない　　　　　具で塗りつぶして、そこに赤い毛糸でぐるぐる
　　姿にも感じる。　　　　　　　　　　　　　　　　　巻きにした、着衣の男女2人の上半身を貼る。
⑤完全なる飼育：ポスターの一部に白い紙をずら　⑪Nude：コーヒーを飲む男性（雑誌の写真）の上
　　して貼り、その紙の上に、ポスターにあった写　　　　　に、画用紙の切れ端が貼られている。その画用
　　真や文字を立体的に貼り付ける。　　　　　　　　　　　　紙には、口紅で描いた真っ赤な文字で、性的内
⑥夏草：明るい草原と青い空が印象的。楽しく作　　 容の言葉がいくつか、大きな字で記されている。
　　っていたと説明する。唯一これだけがいわゆる　 ⑫Mother：文章の書かれたノートの一枚をメガホ
　　普通のコラージュ。しかしなぜか一般画用紙の　　　　　ンのように丸め、それを巻くように、③で使った
　　半分の大きさ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ような黄色いバラの造花（バネ付き）が添えら
⑦隠された記憶：画用紙で簡単な箱を作り、それ　　れる。
　　にふたをするように一枚の画用紙を色とりどり　⑬雪桜～遺書～：裏表にコラージュ。このテーマ
　　の洗濯ばさみで挟んでかぶせる。外からは白く　　　　　の中には、作品①とつながるものがパズルのよ
　　見えるが、ふたの方の紙の裏は赤い液体が振り　　　　　うに隠されているようにも思われる。淡いブル
　　かけられていて、赤い毛糸がそれを包むように　　　　　一を基調とする背景で縁取られた女性の穏やか
　　縛ってある。箱の中には詩のような文が書かれ　　　　　な表情。片面だけみれば全体が美しく調和して
　　た紙があり、赤い点々を散らしている。　　　　　　　　印象的。しかしその裏面は一転して暗く、平面
⑧私の左羽根：長さ60センチほどの一本の毛糸に、　　的だが雑然とした配列に感じる。
　　干し柿を吊すように何かの形に切った小さな紙　⑭Y（英語で書かれた人名：中に隠されていて見
　　をくっつけてドア内側のノブにぶら下げる。日　　　　　えない）：作成過程はわからないが、初回面接
　　記か何かを手で小さく無造作にちぎったような　　　　　の再現のような激しい情動の噴出を感じる。（写
　　紙には、鉛筆書きの文字が見える。これもコラ　　　　　真2〈表と裏〉）
　　一ジュとすべきなのだろうか？（このテーマは
　　後に箱庭作品にも使われ、Clにとって何らかの　　　　　　　　写真2
象徴的意味（例えばく飛べない〉）をもつもの
なのかもしれない。（写真1）
写真1
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〈この作品群の総括〉　　　　　　　　　　　　　　　　　間という「枠」の中で、やっと自由になり心を開く
　Clは、最初楽しそうな雰囲気で作品を取り出し、　　　ことが出来る。その経験の積み重ねがやがて現実の
Thの質問に簡単なコメントを述べていく。しかしや　　　枠に出会い受け入れることになる。
がて少しずつ様子が変わりはじめ、感情が高ぶって　　　振り返って眺めてみると作品の多くは、赤い色の
くる気配を感じる。作品の印象そのものも、前半の　　　絵の具や口紅でほとんど無造作または乱暴に、散り
面接初期のような不安定さを示し始める。特に最後　　　ばめられたり描かれたりと、心の不安定さがむき出
の作品⑭などには、ほとんど初回のイニシャル作品　　　しになっている。作品の作りも複雑な立体的なもの
と同じような激しさとヴァルネラブルな危うさが見　　　が多く、しかも何かが隠されているものが少なくな
られた。前半第12・13回面接時の作品でやや安心し、　　　い。それぞれにCl自身の付けたテーマもユニークで
少し長い休みの期間での「守りの枠」を考えなかっ　　　興味深く、それもまた象徴性を何重にも帯びている
た、Thとしての不注意さにも気付かされた。　　　　　　　ように感じるが、作品の一つ一つについては、　Clの
　私たちは、子どもでも大人でも「自発的に」一人　　　語るものを聴くだけで、質問することはできるだけ
で絵を描いたり物を作ったりして過ごすことがある。　　　控えた。
専門的な仕事としてでなければ、人はそうしていわ　　　　しかしこの作品群を通して、Clの中にある「隠さ
ば「遊ぶ」。このClのしようとしたことも同じであろ　　　れたもの」（それも発見されるべきという意味を秘め
う。おそらくCl自身も、コラージュという作品表現　　　た）、「性的な何か」、「喪失」、「助けを求める叫び」、
の面白さや解放感のようなものを感じ始めていて、　　　「傷ついたもの」など、あらためてClの葛藤の深さを
自分独りで作ってみようという気持ちに抵抗は無か　　　強く感じた。
ったのだろう。少なくともその時点では、いろんな　　　＃15回面接（200X十1年1月17日）
作品を作ってみるという作業そのものに気持ちが向　　　　前回の面接で、最初からセラピーをやり直してみ
けられていたに違いない。　　　　　　　　　　　　　　るような感覚も必要と感じて待つ。お互いに前回の
　しかし、出来上がった作品にテーマをつけてみよ　　　ことは話題にせず、Clは慣れた感じでボックスを探
うと考えたとき、そこに何らかの思いが無意識的に　　　し、すぐに折りたたまれた赤い紙箱を取り出す。そ
投影されてくることもありうる。それがもし本人に　　　れは初回の作品に使った、ノーマン・ロックウエル
とって危険なものであった場合、「遊び」は「火遊び」　　　の絵をプリントした、クリスマス用の赤い包装紙と
となってしまう。外的であれ内的であれ、そこに　　　全く同じプリントの箱だった。初回では包装紙を、
「枠」の存在が不可欠であったのである。　　　　　　　　それまでに貼ったものを包み込むように最後に使っ
　年末の作り始め頃に比べて、終わりの頃は、もし　　　ていたが、素材の違いもあるのか、今回はまずこの
かすると、Clの心に何か強迫的な思いが忍び寄って　　　箱の絵を手で破り、台紙に縦に貼り付ける。その裏
いて、自由な遊びの感覚はどこか遠くに行っていた　　　側にこの真っ赤な箱の一部をくしゃくしゃにして貼
という気がする。そうした心の緊張感を抱えたまま　　　るが、表からは完全に隠されて見えない。白い台紙
Thの前に立ったとき、一気にその緊張がはじけてし　　　も、真ん中辺から破って上に引っ張り上げ、そこに
まったのかもしれない。　　　　　　　　　　　　　　何か文を書いたノートの切れ端を挟み入れる。作品
　最後の作品⑭では何も説明せず突然声をあげて泣　　　全体の赤い印象はあまり変わらないが、作成の過程
く。しばらくそのままにして、涙がおさまってから、　　　は静かで落ち着きがあり、初回のような荒々しい気
Thは「しばらくは私のいないところでのコラージュ　　　配は見えず、正直少しほっとする。
作りは、絶対にしないでください。」と言い、心理臨　　　＃16回面接（200X十1年1月24日）
床の場での「枠」や「心理的守り人」としてのThの　　　　前回（＃15回）使った赤い箱をまた取り出すが、
役割と意味について話す。多分理解されたと感じる。　　　今回はそれをはさみで細長く切り、木造の家を作る
　子どもや大人の自発的遊びは、現実の暮らしの中　　　ときのように、先ず4本の柱を立て、それを上で縦
にさまざまな居場所のあることをほとんど無意識的　　　横に、細長い紙の柱でつなぎ合わせていく。家の骨
に信じ、それを支えに自分の世界の中で自由に「遊　　　組み様のオブジェができるが、建築はそれで終わる。
ぶ」ことができる。しかし心理臨床でのクライエン　　　珍しく切ったり曲げたりしない台紙の上のあちこち
トは、日常の中にそうした場所をもたない。だから　　　に、赤や黒のペンで文字（言葉）を書き込み、小さ
こそ、一時的に「架空」の用意された物や時間や空　　　な絵も貼る。しかし、これで完成かなと思ったとき、
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この台紙の片方の、柱に近い部分をぐいっと破って　　　作に縛っていく。Thは、こうしたClの作り出す世界
上に曲げてしまう。いったんは安定するかに見えた　　　の中に入り込むこともできないまま、その周辺でう
が、やはりそれはClの気持ちに添っていなかったの　　　ろうろと、ただカメラだけを操作している感じだっ
かもしれない。書かれた言葉を後で読んでみると、　　　たが、数えると20枚以上の連続した記録が残っていた。
揺れ動くClの思いが感じられるものだった。紙で作　　　　Clはやがて縛り付けたノートを、今度は完全にシ
った4本の柱は、しっかりと糊付けされていてかな　　　ヤツの中に押し込んで封印し、シャツの両袖の部分
り強く揺すっても壊れないが、少しの振動でも敏感　　　を赤い毛糸で縛る。また、Thが最初に用意していた
に揺れ動く。しかし、何かが動き出そうとしている　　　一枚の白い紙に、手の赤いカラーをこすりつける。実
気がする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はこの紙も最終的には意味をもって使われている（と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　αは言ったが、その意味を具体的には語っていない）。
2）コラージュ表現の「枠」を飛び越え、または　　　　ここで作成は終わったのだが、まだびっくりする
　　無視したパフォーマンスの出現　　　　　　　　　ような続きがあった。Clはこの赤く染まった、そし
＃17回面接（200X十1年2月7日）　　　　　　　　　て内懐に何かを隠しもったシャツを、この部屋（相
　1週間を置いて2週目のこの日、突然予想もしな　　　談室が無いため研究室を使っている）に吊したいと
いことが起こる。Clは新聞紙と白いワイシャッを持　　　言う。結局書棚と一つの椅子に結びつけて、この何
ってきて、これを使ってもいいかと訊く。C1の意図　　　とも言いようのない表現のオブジェ作品は、たくさ
不明のままとりあえず了承する。するとClは先ず新　　　んの〈？〉を残してとりあえず終結した、と言える。
聞紙を数枚床に敷き並べ、そこにボタンをかけたま　　　（写真3）
まのワイシャツを置いて、バッグから赤いポスター
カラーの瓶を取り出す。瓶のふたを開け、ぐいっと　　　　　写真3
襟や胸の部分に、真っ赤なポスターカラーをぐいぐ　　　　。L
いとこすりつけていく。無言のままこの作業に没頭
している。Thはややあっけにとられて、その世界に
入り込むこともできず、横でただ見つめているだけ
　多分新聞と一緒に取り出しておいたらしい、びっ
しりと文の書かれたノートを2枚取り出し、赤く染
まったままの手で、そのノートを無造作にシャツの
中に押し込もうとする。Thは何が書かれてあるのか
興味を抱いて、そのノートをカメラに納めていいか
訊ねる。C1はあっさりと応じ、それを記録する。終　　　　しかも写真3に見るように、最後に手をこすりつ
わるとそのままClは、先の続きのようにそれをシャ　　　けた紙が机の下にあるのを見てThが取り去ろうとす
ッに押し込む。ノートは完全に隠されて見えない。　　　　ると、Clはそれはわざとそこに置いたのだと言う。
　Clは今度は、ボックスの中から何かの写真を取り　　　また一つ解らないことが増えたという感じであった
出し、はさみで切っていく。手は赤いままだ。そし　　　が、この日のClには、おそらく言葉にすることのほ
て先ほどのノートをまたシャツから取り出し、そこ　　　とんどできないような何かが、溢れ出ていた気がす
に今切り取った写真などを貼り付ける。貼るのはい　　　る。ワークを終えたClの、それまでの時間とは異な
つものスティック糊ではない。いつの間にか出した　　　る、意外に穏やかで落ち着いた表情が印象に残る。
らしい持参した木工ボンドを使っている。貼り付け　　　　とは言っても、もはやとてもコラージュとは言え
たものがはがれるのを嫌ってなのだろうが、その根　　　ないこの出来事との「遭遇」を、どう受け止めてよ　　　　　　　　1
底にあるかもしれないボンド使用の意図は何なの　　　いのか途惑うのみで、次回を待とうとしか考えつか
か？訊ねてもはっきりとした理由の応えは返ってこ　　　なかった。
ない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＃18回面接（200X十1年2月t4日）
　次にそのノートなどを、いつもの赤い毛糸で無造　　　　嵐のような前回の雰囲気は消えて、このC1の作品
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にしては極めて珍しい、重ね貼りはあるが、ほとん　　　　初回面接から約8ヶ月、＃17回面接からの表出的
ど普通の二次元的コラージュ作品を作る。ただ、何　　　行動が、だんだんと大胆さを増していることを実感
だか疲れたと言い、あまり熱心ではなく、所在なさ　　　していた。靴を脱ぎ、素肌の腕を出し、シーッをか
そうに一度貼ったパーツをあちこちに動かしてみる。　　　ぶる。かつての想い出を映したような正月の作品群
好きな音楽などの話も出る。高校生だった頃、自作　　　をすべて切り刻み、それを子どものような表情で撒
の曲を路上で唱ったこともあるらしい。そんな力の　　　き散らす。大袈裟に言えば何かとの永訣、そして新
あることも知る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　しい旅立ち。ここには、Clにとってのさまざまな象
＃19回面接（200X十1年2月28日）　　　　　　　　　徴的意味をまといながらの、「祝祭的」時空が立ち現
　Clのパフォーマンスはまた新たな展開を見せる。　　　れていたと言えるだろう。
何をしても自由なのだと言わんばかりに、さっさと　　　　コラージュという心理療法から出発したものが、
勝手に動き始める。まず画用紙（台紙）の裏表を使　　　全く思いがけない方向へと展開し、今は予期しない
った少しゆがんだ立体的作品を作り、それを応接セ　　　異なる場所に立っていることを実感する。しかしこ
ットの椅子の背もたれに立てかける。さらに赤い毛　　　れまでを振り返ってよく考えてみると、Thがコラー
糸を取り出し、その作品と椅子をいろんな方向から　　　ジュという既成概念にとらわれて狭く思い込んでい
ぐるぐると縛り付け、さらに、その毛糸の先を今度　　　　ただけであり、C1はもしかすると最初からもっと自
は自分のズボンの右足（すねの部分）にまで延ばし　　　由だったのだ。また、Clが最初からこちらの「枠」
て、ぐるぐると縛りつける。　　　　　　　　　　　　　意識を無視していたことにも気付き、Thとして再考
　Thが使う椅子を赤い毛糸で縛り、それを自分の脚　　　する必要があると感じる。
部に結びつける。この時、前週の案山子のように縛　　　　＃21回面接（200X十1年3月20日）
り付けられた赤く染まったワイシャツの不可解さと、　　　　箱庭療法のできる新しい心理療法室、面接室が完
この日の一連のパフォーマンスのプロセスとの意味　　　成。研究室を使う必要が無くなる。前回使ったシー
が、転移のテーマも伴って、これはまさにプレイセ　　　ッはそのまま部屋にしまっておいた。
ラピーと言えるのではないかと感じる。　　　　　　　　まずそのシーッを使いたいと言う。出すとすぐに
＃20回面接（200X十1年3月14日）　　　　　　　　　衣服の上から、ドレスのように頭を出して着る。い
　また大きな変化がある。来室するなり、正月の休　　　つもの赤い毛糸を取り出し、腰のあたりをベルトの
みで作った作品がまだあるかと訊ね、とってあると　　　ように簡単に縛る。
答えると、それを出して欲しいと言う。出すなりく　　　　その姿のまま、ちょうど顔が隠れるほどの大きさ
これ切っていいですか〉と訊ね、はさみでそれらを　　　の、＃15回面接で使い残していた赤い箱の切れ端を
机の上で細かく切り刻む。　　　　　　　　　　　　　　　取り出し、そこに少し残っていた前回の切れ端を貼
　Clはこの日、一枚の白いシーツのような布を用意　　　　り付ける。赤い地に黒っぽい角張った切れ端が重な
してきていた。それを取り出し、Thに向こうを向い　　　って鬼の面のようになる。　Clはその後に紙を貼りお
ていてほしいと言う。1～2分後くもういいです〉　　　面にしてかぶる。また立体コラージュ風の紙に、赤
というので振り向くと、Clはシーツを二つに折り、　　　い毛糸を通して前にぶら下げ、とにかく意味不明の
折り目の真ん中をはさみで切り落とし、そこに首を　　　何とも奇妙な姿で立つ。お面の影で表情は全く分か
入れて管頭衣のようにして立っている。靴が横に転　　　らないが、Clのわくわくした楽しそうな雰囲気を感
がっていて裸足である。素肌の腕が出ているのでシ　　　じる。お祭りはまだ続いているらしいが、もう驚く
ヤッも脱いでいることが分かる。その姿のまま、切　　　　ことは無い。
り刻んだ机の上のたくさんの切片を手ですくう。「そ　　　　やがてClは、今度は自分の身体に軽く巻き付けて
れを上から撒きたいの？」と言うと嬉しそうにくは　　　いた赤い毛糸を延ばしてそれを部屋の椅子に先ず縛
い〉と応える。「撒いていいですよ」と言うと、それ　　　り付ける。さらに窓の金具、その先の窓のカーテン
らを両手ですくって、思いっきり頭の上に放り上げ　　　へと結びつけ延ばしていく。要するに部屋全体に赤
て撒き散らす。〈すごくいい気分〉と、笑顔で応え　　　い毛糸が張り巡らされる感じである。Clは、部屋の
る。Clのリラックスして笑った姿を、多分初めて見　　　一方の隅で観察しているThの方をじっと見ている。
る。やはり少なくともここ数回は、明らかにプレイ　　　ここにはまだ毛糸は届いていないし、結びつける物
セラピーだったのだ。　　　　　　　　　　　　　　　も無い。Thはふっと声をかける。「私も縛りたいのか
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な？」Clははっきりとうなずく。こうしてThもまた　　　　　写真4
Clの張り巡らした「蜘蛛の糸」に搦めとられる。「何
遊び」などと名付けようもないが、まさに遊びの世
界であることを実感する。
＃22回面接（200X十1年4月17日）
　年度の変わり目もあり、Thの都合で約1ヶ月間隔
があく。来室するなりClは、無言で面接室入り口の
ドアの内側に、室内にあったすべての椅子や机を使
ってバリケードを築く。Thはちょっと驚いて「どう
したの？」と声をかける。〈誰も入らないように〉
との応えが返るので、「鍵を閉めれば入らないですよ」　　　うと狙っている。この説明は、最初に感じた作品の
と言うが、バリケードを作ろうとするClの心の意味　　　イメージを全く一変させる。人間の女の子を呑み込
に気付いて、そのままにする。＃17回面接に始まっ　　　む花、その花を狙うヘビ、そうした生と死を演出す
たClのさまざまなプレイパフォーマンスが、大きな　　　る場は、指で掘られた野生が支配する荒涼とした地・
山場を迎えていることを感じる。しばらくは流れに　　　こうした印象で眺めてみると・何重にも性的な意味
身を任せようと決心する。　　　　　　　　　　　　　　　をもつ象徴性を帯びたイメージが・見えてくるよう
　Clは安心したように自分の世界に入っていく。前　　　に思える。このClの生きる世界の闇とその深さが・
回のドレスを出して着るが、裸足になって足を投げ　　　Thの安易な解釈を止めさせる。
出し、ややだらしない様子で部屋の片隅に座り込む。　　　　このあたりから、面接のペースはほぼ2週おきと
先のとがった赤い靴が横に転がっている。その姿の　　　なる。
まま、赤い毛糸で全身をぐるぐる巻きにし、そのま　　　＃24回面接（200X十1年5月22日）
までは立ち上がることも動き回ることもできないま　　　　ボックスの中から、特に選ぶという感じでもなく
まに、黙って近くにある紙などを手でいじっている。　　　適当に材料を取り出し、基本的には三角形に切った
何も言わず、ほとんど動かず、目も合わせようとし　　　大小さまざまな大きさの紙を作っていく。しばらく
ない。その姿にむしろ強いメッセージを感じながら、　　　して長方形のテーブル2つをくっつけて正方形にし・
ほとんど黙って時間を共有する。　　　　　　　　　　　その一方の端に白いB4の台紙をセロテープで貼り
　後でこのことを振り返ってみると、しばらく面接　　　付ける。それを起点にして切り取った大小の三角片
できなかったことに対して、自分を忘れているよう　　　を、次々とテーブルの対角線上につなげていく。中
な感じのThへの不満や不安や甘えなどを、このよう　　　国の三角凧のイメージである。しかし・テーブルの
な、ある意味でとても子どもっぽい（退行的）表現　　　対角線の端にはすぐ届いてしまう。Clは全く構わず
でぶっつけたようにも思われる。「枠」としてのThの　　　にそのままつないで延ばしていく。しかしThもClの
立つ位置の微妙さと、これがClの一つのプレー行動　　　突拍子もない行動には慣れてきた感じで・放ってお
であることをここでもまた感じた。　　　　　　　　　　くと作品はさらに伸びて開いている窓に届く。そこ
＃23回面接（200X十1年5月8日）　　　　　　　　　にまずセロテープで固定する・風が入ってくるので
　珍しく箱庭を作りたいと言う。比較的短時間で作　　　Thが窓を閉めようとすると・〈開けたままにしてく
り終えるが、説明はどきっとするようなものだった　　　ださい〉と言う。そしてさらに貼り続けて窓の外に
（写真4）。湿った白い砂に指でぐいぐいと溝を掘る。　　　まで出していく。そこから身を乗り出してぎりぎり
左側中央よりに女の子の人形を大きなピンクの花で　　　手の届くところの外壁に、テープで固定し、ようや
包み込むように置く。右斜め上にキューピーが転が　　　く終わる。
っていて、大小2匹のヘビがその上に首を伸ばして　　　　確かに最初から最後まで、切って貼るという行為
いる。CIが説明する。ヘビたちはキューピー（普通　　　　はコラージュ的と言えるのかもしれないが・やはり
の人間）には興味がないから、傍にあっても食べな　　　遊び行動と見た方が分かりやすい。しかし・この窓
い。彼らの関心は人間を食べた後の花なのだと言う。　　　に届く直前の一枚が目に入る。それはNHKFMの人気
つまりこのピンクの大きな花は、今まさに人間の女　　　番組「ジェットストリーム」のCDカセットの広告で・
の子を食べようとしていて、ヘビはその花を食べよ　　　飛び立とうとするジェット機の写真と・世界の都市
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に誘う旅のメッセージがプリントされた新聞紙大の　　　共感するものも多いが、矢幡のケースはプリントさ
パンフレットである。実はこの番組のファンでもあ　　　れている文字を使っているようである。本事例の場
るThが、いつか自分で使ってみたいと思い、他人に　　　合、文字を貼るという行為よりは、自分で作った文
簡単に切り刻まれるのが厭だったためボックスの底　　　　を丸ごと貼ったり隠したりする。その意味では、抽
に入れておいたもので、以前そんなことを話したこ　　　象的な象徴性というよりは、自分の中の感情をスト
ともあった。この切片だけが、おそらく意識的に使　　　レートに表現している感じが強い。場合によっては
われ、はっきりと見えるように貼られていた。　　　　　　プリントされた文字の方がより象徴性を強く感じ、
　この奇妙なコラージュ作品は、どこか意識的であ　　　読み手側の想像力をかきたてることもあれば、自作
りながら、「旅立ち」というような単純なテーマ表現　　　の文字は、作成者側の気持ちを載せて表現し易いと
だけでは言いきれない何かも、そこに秘められてい　　　いう、治療的効果が強いこともあると考えられる。
る気がした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文字の使用にも両面から考察することが必要かもし
　振り返ってみて興味深いのは、＃17回から続いた　　　れない。
一連の謎めいた意味を含む、祝祭的とも言える身体
的パフォーマンス表現は、この日以降、約半年後の　　　3）「枠」を無視した（または飛び越えた）箱庭
終結まで再び出現することは無く、象徴的意味をた　　　　　の連作
っぷりと含んだ赤い毛糸や、それで「縛る」「結ぶ」　　　＃30回面接（200X十1年8月29日）
というような行為も消えた。一つの転換期が訪れた　　　　Thの夏休み中は約1ヶ月休む。久しぶりではある
と言えるだろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　が、正月休み後のようなこともなく、すうっと部屋
＃25回面接（200X十1年5月29日）～＃29回面　　　に入る。ちょっとした会話の後で箱庭をしたいと言
接（200X十1年7月24日）は、いずれも立体的で　　　う。この日からずっと箱庭が続く。
あることは変わずコラージュや箱庭を作る。「溺れた　　　　生徒などいわゆる学校セットを中心に、整然と、
魚」などという奇妙なテーマを付けたりはしながら　　　というよりはほとんど砂が隠れて見えないほどぎゅ
も、行動的には落ち着いた様子で会話が多くなった。　　　うぎゅう詰めに並べていく。教師を2つ取り出し、
　定番のく何か作っていいですか〉という言葉では　　　箱ではなく開け放っている海に面した側の窓枠の所
なく、〈映画の話をしていいですか〉〈CD聴いてい　　　に、箱庭の生徒たちを見下ろすような形で置く。そ
いですか〉などという挨拶が自然に聞かれるように　　　れも作品の一部と言う。しかも箱庭を載せている台
なる。会話の途中で、〈コラージュ（や箱庭）作ろ　　　の一つの脚に、枯れ枝を2本束ね、そこに小さな人
うかな〉と作成に移ることもある。ただ身体的な意　　　形も縛って一緒にぶら下げる。さらに台の周りの床
味での激しい感情表現は少なくなったが、コラージ　　　にガラスのおはじきを丸く囲むように置く。箱庭の
ユの台紙やちぎったノートなどには、〈死ね〉〈死　　　中はとても窮屈だが、離れて立つ先生と、箱庭をき
にたい〉などの過激な言葉や、〈苦しい〉〈哀し　　　れいに丸く囲むきらきらと光るおはじきは自由な感
い〉〈寂しい〉〈切ない〉などが相変わらず時々目　　　じがある。しかしぶら下げられた枯れ枝や人形はど
に飛び込んできて、不安定な気分が続いていること　　　んな意味があるのだろう？コラージュで慣れてはい
を感じさせた。しかしそういう言葉が目に入っても、　　　るが、箱庭も同じ「プレイ」感覚だと思う。
Thとしてはそれを敢えて話題にすることはなく、そ　　　＃31回面接（200X十1年9月19日）
れはそれとして、こちらからは触れずにおこうと考　　　　白い湿らせた砂に指で、＃23回のような溝を掘り、
えていた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3，40センチほどの長さの枯れ枝を箱の一方に数本重
　このClの多様な作品に共通する大きな特徴は、最　　　ねて置く。またなぜか箱庭の玩具収納棚の一番上に、
初からほとんど毎回、単語や文としてさまざまな言　　　トイレットペーパーが一巻置いてある。そこから紙
　　　　　　　　　　　　　　　　2　葉が使われていることである。＃7回のようにプリ　　　を長く引っ張ってくる。それで箱庭全体と、さらに
ントされた文字を切って貼ることもあるが、むしろ　　　その台、台の脚と、ペーパーで巻いていく。最後に
稀で、度々触れたようにほとんどは自分で書いた言　　　それでキューピーをぐるぐる巻きにして砂に横たえ
葉である。　　　　　　　　　　　　　る。この作品のテーマはく白い葬送〉だと言う。確
　　　3　　矢幡も「コラージュのなかの文字表現」について　　　かにそんな雰囲気を感じる。また枯れ枝は、羽毛が
考察し、Clの葛藤を表現することなど、多くの点で　　　まだ伸びていない状態のく片羽根〉と説明する。作
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品は似ていないが、かつての正月の奇妙な作品のテ　　　＃36回面接（200X十1年12月10日）
一マ〈私の左羽根〉を思い出す。　　　　　　　　　　　　B5版のルーズリーフから切りはなした紙に、赤
　それにしても、このClの作るものは、＃17回面接　　　いマジックペン1色で描いた未完成の画を出し、〈
から始まった、かつての「枠」を越えたパフオーマ　　　続きを描いていいか〉と言う。夕陽も海も見えない
ンス表現以来、「味をしめた」とでも言うか、まさに　　　が、空と道が描かれている。紙の上半分は赤く染ま
自由自在に部屋と道具を利用する。　　　　　　　　　　　　った空で、手前から始まる大きな道が、真ん中の一
　この日いつか訊ねようと思いながら忘れていた疑　　　点に収敏するように三角形を形作って、まっすぐ海
問を、自然な会話の中で始めて訊く。それは1年以　　　　に向かって延びている。
　　　　　　　4｝上前の初回面接での、Thの説明を全く無視して、渡　　　　道の一方の側に、十字架（ただ十字）を描き並べ
された台紙をくしゃくしゃにし、さらにそれを手で　　　ていく。よく見ると画の下の端には、裸足の両足の
引き裂いたことの理由である。Clははっきりと意識　　　指先がちらっと描かれている。三角形に延びる道と
していたらしい。それはくコラージュの作品例にあ　　　だんだん小さくなる十字架群が、立体感を表現する。
まり興味が湧かなかった〉こと、〈どうせ自分の気　　　画でも立体表現で、Clの立体的であることへのこだ
持ちなんてわかってもらえないし、何もかもぐちゃ　　　わりも感じる。それで完成。ただ、Clは自分からは
ぐちゃにして、引き裂きたい気分だった〉ことなど　　　何も説明しない。足の指などは注意しないと気付か
である。穏やかな表情であっさり話す。　　　　　　　　　ないほどだが、それも言わない。（写真5）
　Thが「今もそんな気分になることがあるか」と訊
ねる。Clはく家などではイライラすることはあるが、　　　　　写真5
ここでは無い。ここに来ると気持ちが楽になり落ち
着く〉と言う。
4）終結に向けて
＃32回面接（200X十1年10月4日）
　風景構成法を試してみる。「川」は大きく中央に描
くが、途中で二つに分かれ、「田」は川を分けた三角
形の中州に描く。「木」は分かれる手前の川の中央に
小さな島を描きそこに一本描く。幹も根もしっかり
描くが枝だけで葉はない。次の「人」を描く指示に
対して、迷わずその小島に立つ一本の木の下に2人
の人物を置く。後の質問で〈一人は自分、もう一人
　　　　　　　　　ら　は先生〉と言う。皆藤は「風景の中の自己像」につ
いて詳しく言及しているが、この作品のような事例　　　　　十字架の列と赤い夕陽。説明を訊くと、簡単にく
の紹介はない。しかし興味深い事例と言えるだろう。　　　明日はきっと晴れだ〉というテーマだと言う。Clの
また「石は」家の周りを隙間なく取り囲む。付け足　　　口にする言葉は、饒舌な印象もある書かれた文字に
しは大きな赤い太陽。　　　　　　　　　　　　　　比べて、いつも簡単すぎて聞き直すこともある
＃33回面接（200X十1年10月25日）～＃35回面　　　が、〈私は口下手だから〉と言う。それは確かだろ
　　接（200X十1年11月20日）　　　　　　　　　　　う。
　この間、会話による普通のカウンセリングが多く、　　　　ふと、小津安二郎監督の映画「東京物語」の中の、
本論文の主要な目的であるコラージュなどの作品は、　　　笠智衆演ずる老人のあるせりふ『・・今日も暑うな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6｝相変わらず立体的である点も含めて、特記するほど　　　るぞ・・』を引用しての、やまだようこの文が頭に
のものはないので省略する。ただ、「2次元的コラー　　　浮かぶ。老人は、前日長年連れ添った妻を亡くし、
ジュを作ってみたいと思わないか」という問いかけ　　　一人ぼうぜんと海に向かって立ちながらつぶやくの
には、〈こっちのほうがずっと面白いから全くそん　　　である。
な気は無い〉と、あっさり言われた。　　　　　　　　　　彼は「今日も」とつぶやく。伴侶を失った老人の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人生は、これからどう続いていくのか考えることも
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できない・しかし自然は変わることのなv’季節を繰　　写真6
り返す。そのことの深い意味を、この短い台詞は観
客に問いかける。小津映画の神髄である。本事例の
Clは、〈明日は〉と言った。「も」と「は」の違いに
こんな意味があるのだとも思う。
　「ふだん何げなく使っている平凡な日常語、辞書
的な意味では何も難しいところがないことばが、人
生物語の文脈の中に挿入されると、深遠な哲学用語
に勝るとも劣らない痛切な『意味』を響かせる。」
「なぜ、あることばが、ある文脈、あるストーリーの
中におかれると、このような『意味』を形作るのだ
ろうか？」と。考えてみると、これは箱庭や風景画
法作品などにも通じるものがあると思う。コラージ　　　　きた時空の経験は深いかもしれない。
ユ作品とは少し違う気がするが、Clの言葉（語る、　　　　この事例に出会った半ば頃、　ThはこのClの三次元
書かれる）には、時にそうした「意味」につながる　　　コラージュを自分で整理しかねて、何人かの臨床心
ものがあるようにも感じた。Clが帰った後で、この　　　理士に見てもらったことがある。皆同じように、き
一枚の画をしばらく眺めていた。ふと、もしかして　　　っと二次元の普通の作品のように収まっていくだろ
このセラピイは、ここではまだ終われないが、もう　　　うと言われ、そうかもしれないと納得した。しかし
間もなくではないかと、思った。　　　　　　　　　　　このClは最後まで立体的だった。切りぬくものの大
＃37回面接（200X十1年12月21日）〈終結〉　　　　　部分も、特に後になるほど画や写真の中味とほとん
　もう何ケ月もコラージュは作ってなかった。箱庭　　　ど無関係に、切る、貼る、結ぶ、包む、押し込む、
も毎回ではない。しかしこの日Clは、最初から久し　　　つなぐなどという「行為」そのものの意味だけが、
ぶりにコラージュを作りたいと言う。〈何か作って　　　むしろ明らかに感じられた。
いいですか〉ではない。台紙の一方の端から、切っ
た紙をねじりながらつなぎ・対角線方向に延ばして@　　　皿．三次元コラ＿ジュの「枠」と「本質」
いく。＃24回のようなスタイルだが、丁寧でゆっく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　再考
りである。その方向にThが座って観ている。紙の半
分ほどまで伸びてきたとき、C1の気持ちがすっとTh　　　　コラージュ療法の場合の物理的な枠は基本的に一
に向かって流れてくるように感じて、全く突然「も　　　枚の画用紙である。それが当然のこととしてClに理
しかして今日終わるのかな？」という言葉が出る。　　　解され守られている限り、技法としても研究の出発
考えていたわけではないのに、ふっと出てしまった　　　点としても、その一枚の台紙が枠としての拠り所と
感じである。ところがClからも、まるであっさり　　　なる。しかし本事例のように、最初からそうした約
とくそうみたいですね〉という言葉が返ってくる。　　　束事が無視される場合は、枠はア・プリオリにある
そしてセラピーは終わる。作品の左端には鉛筆で小　　　ものではなく、Cl自身によって創り出されていくこ
さく日付があり、その横に＜Messiah＞と記されてい　　　　とのあることも知る。
た。（写真6）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あらためて言うまでもないが、心理療法の実践場
　長い付き合いの心理療法の終わりは、このように　　　面では、部屋、時間、箱庭療法の砂箱、コラージュ
淡々として終わることが多い気がする。「演能」は、　　　の台紙、中井による「枠づけ法」など、さまざまな
演者や離し方などすべての人物が沈黙と静寂の中で　　　外的・物理的な「枠」があり、一種の制限と共に枠
舞台から消えた後ではじめて拍手することが、最高　　　内における「表現の自由」の保証という、「守り」の
の賞讃だという。あの壮大な長編ファンタジー「ゲ　　　ニつの重要な意味があるとされている。また、カウ
ド戦記」も、テナーとゲドのどこにでもある夫婦の　　　ンセラーやセラピスト自身は、物理的な「枠」を知
会話、「私の留守の間、何してた？」「家のことさ」、　　　らせると同時に、Clの心に内的な枠を形成させる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　「森は歩いた？」「いやまだ」で閉じられる。心理療　　　それが「守り人」としての役割である。すでに触れ
法の終わり方も静かであるほど、ThとClの共有して　　　たように、本事例における休み中のコラージュ作成
14　三次元的コラージュとの「遭遇」その2
に見たClの混乱は、「守り人」としてのセラピスト不　　　注）
在の一例と考えてよいだろう。　　　　　　　　　　　　1）間藤侑（2007）：三次元コラージュとの「遭遇」、
　しかしその後のClの行動は、「守られている」こと　　　　『新潟青陵大学大学院臨床心理学研究』創刊号13～19
の意味をおそらく理解した上で、Thとしての「枠」　　　2）：17
の役割を無視するような広がりを見せ、最初はThに　　　3）矢幡久美子（2003）：コラージュのなかの文字表現、
不安と困惑をもたらす。しかしThの困惑は、実はコ　　　　『心理臨床学研究』21巻5号、（450～461）
ラージュという一般的な概念にとらわれすぎていた　　　4）前出1：14
ことにあると気付く。本事例は、最初からプレイセ　　　　5）皆藤章（1994）：「風景構成法における人物像と風景
ラピーだったのだ。臨床心理センターにあるプレイ　　　　　の中の自己像、『風景構成法第H部第4章』誠信書房、
セラピー室では、子どもたちが部屋とセラピストを　　　　64～7g
「枠」として、自由に遊びを展開する。それと本質的　　　6）やまだようこ（2007）：『喪失の語り～生成のライフ
には何ら変わってはいない。　　　　　　　　　　　　　　ストーリー』新曜社、137～141
　また、コラージュ療法と箱庭療法との共通性とし　　　7）ル・グウィン（2003）：ゲド戦記く第5巻「アースシ
て説明される付置（constellation）の概念なども、こ　　　　一の風（清水真砂子訳）〉、岩波書店、345：Ursula　K．
うした三次元コラージュには使えないことにも注目　　　　Le・Guin，（2001）The・Other・Wind，・Harcoun，　inc．，　Orlmd。
すべきだろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8）前出5）：14～16
　　　　　8　　やまだは、「自分にとって大切な経験を他者に語
ろうとしても、それが切実な経験であればあるほど
他者にはすぐには語れない。」「語るという行為には、
それ自体のなかに『喪失』がふくまれる。」「語ると
いう行為が、本質的にある種の『はなれる』働き
（『距離化』と『脱文脈化』）を必要とすることである。
言葉を発するには、情動から『はなれ』、文脈から
『はなれ』、私から『はなれ』、他者にも通用する『こ
とばの世界』へと再構成する働きを必要とする。」と
言う。これはまさにプレイセラピーとしての本事例
の説明にも最初から適合する気がする。
　この事例をヒントに、50人以上の学生を対象に普
通のコラージュ作成の後に、1週間おいて三次元コ
ラージュを意図的に作らせてみた。予想したとおり、
やはり三次元コラージュのほとんどは、明らかに本
事例のようなプレー（遊び）体験報告がなされた。
まだ十分検討はしていないが、一般的コラージュ療
法とは異なる導入で、三次元的コラージュ療法を創
ってみる可能性もあると考えている。
